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アイデア
を売り込む

技術総力
を発揮する

商品理念
に徹する

常に一歩
を先んじる

創造的研究開発

技術精神

お客様に喜ばれる製品の提供

農業機械を通じて社会に貢献

 

安全

安心

 

もの
づくり

満足

環境

農業機械技術
トラク
田植

コンバ
乾燥調
野菜作

農機関連技術

栽
穀
高

稲作
野菜畑
ガーデ

 ・各国指向型稲作関連システム
 ・各国指向型畑作関連システム
 ・ガーデン事業の拡大関連システム

・先進の未来型農業関連システム
・営農ソリューション関連システム
・環境対応システム

・農産物ハイテク生産システム
・農業情報管理システム
・食の安心安全システム

低コスト農業 省エネ

高能率・高耐久化技術
低コスト化技術
環境対応技術
電動化技術　等

「豊かで持続発展可能な社会」の実現

情報通信技術
（ＩＣＴ農業技術）
ロボット農機技
術（ロボット化技
術）
電動農機技術
（電動化技術）
を加えた。

　トラクタ
　田植機
　コンバイン
　乾燥調製機
　野菜作機械

　農業用施設
　営農情報システム
　コイン精米機
　炊飯関連機器

海外商品技術

　稲作関連
　畑作関連
　ガーデン関連

　栽培関連技術
　穀粒選別・貯留・搬送技術
　高速乾燥技術
　ＩＣＴ農業技術
　ロボット農機技術　等

　高能率・高耐久化技術
　低コスト化技術
　環境対応技術
　ＩＣＴ農業技術
　ロボット農機技術
　電動農機技術　等

　栽培関連技術
　穀粒選別技術
　高耐久化技術
　ＩＣＴ農業技術　等

二段目の「農業と
食産業間のネット
ワーク関連」を削
除して入れ換え
た。
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技
術
動
向
分
析

考
察

　　　　　　特許公報
・特許出願された最新の技術情報
・企業における研究開発の成果

各社商品情報

・他社の研究開発の方向性を明確化
・自社のコア技術の位置付けを明確化

・研究開発の方向策定
・技術テーマの設定

環境
関連

コスト
ダウ
ン

品質
向上

電動
農機

技術テーマ

技術部門注力度 → 大

先端技術
導入

先駆け

中長期
製品

大

←

知
財
部
門
注
力
度

省エネ
低コスト

3

ロボット
農機

ＩＣＴ
農業

次期製品
海外
製品

・使用環境と商品特性に合った魅力ある商品 ・長く使って、愛着を感じて頂ける商品デザインの基本

・現場（使用状況・市場の声）の確認 ・デザイン動向の分析とデザインコンセプトの明確化デザインの進め方

・井関らしさの継承（商品特性、商品カラー） ・時代性を感じさせる新しい魅力の創造デザインの展開

・魅力を感じ、使ってより満足して頂けるデザイン ・農業機械の未来を先取りしたデザインデザインの方向性
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　　 知的財産法務部　 　

　社 長　

　開発製造本部　

発明提案

夢ある農業応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進部

先端技術

　技術部　

試験研究機関

販売会社
発明提案

技術部　

　開発ソリューション推進部　

市場動向・要望
発明提案

知財教育
知財情報

営農ソフト
先進技術の提案

試験研究機関・大学

先端技術実施技術
実証

　施設事業部　

知財教育
知財情報

　製造所　

　購買部　

ＶＥ活動

コスト構造改革推進部

ＶＥ企画・推進・支援

　技術部　

発明提案

知財教育
知財情報

知財教育
知財情報

改善提案

　商品企画部　

研究開発企画立案

先端技術推進会議

4

・農家にとって農業機械は共に仕事をするパートナー
・土を作り、苗を植え、管理し、収穫から出荷までの日々の作業で、親しみと愛着あふれる農業機械

ペットネームの考え方

・田植機の代名詞ともなった「さなえ」　　・世界にも類のない自脱型コンバインの火付け役となった「ＦＲＯＮＴＩＥＲ」
・代表的トラクタの「ジアス」　　             ・耕うん機の「エレ菜」　　                ・乾燥機の「ドライボーイ」
・籾すり機の「スーパーメイト」              ・計量選別機の「ポリメイト」　　        ・野菜移植機の「ナウエル」　・・・など

当社の代表的な登録商標

・農業構造の二極化、低コスト農業・省エネに対応する販売戦略に連動したペットネームの設定
・事業活動におけるグローバル展開の本格化に伴うブランドイメージの向上

時代に先駆けた戦略

ａGrISU PP OrT

「グローバル展開の本格
化」に修正した。
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ＩＳＥＫＩアグリサポート
　機体センサーの情報をタブレット端末やス
マートフォンを通してオペレータに分りやす
く伝えると共に、日頃の作業管理・機械管理
情報の記録が分析に役立ちます。圃場毎の作
業内容や肥料・薬剤散布の管理情報、日時毎
の燃料使用量など蓄積したデータの表示と分
析により、作業を計画的に行え、作業の効率
化やコスト削減に役立ちます。

アクセル変速
　電子ガバナがエンジン回転速度を最適に調
整し、制御装置が最適な主変速を選択して自
動変速をするため、変速ショックの少ないス
ムーズな加速が行え、路上走行を快適に行え
ます。また主変速の選択幅を標準の４段設定
から６段設定まで拡大でき、きめ細かな変速
が可能となり路上走行が快適になります。

メモリー変速
　前回の圃場で作業していた主変速位置を記
憶し、圃場を移転しても主変速の操作を行わ
ず作業を再開でき、わずらわしい主変速チェ
ンジ操作が不要で、余裕のある高能率な作業
を実現します。さらに、オペレータの好みの
主変速段数を記憶して設定する機能を加え、
作業に合った変速段を速やかに決定します。

TJWシリーズ

TJV シリーズ
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さなえ肥料アーム
　補助アームにより、載
置台上の重い肥料袋を、
機体前方の畦際から施肥
機近くまで容易に搬送す
ることができます。

さなえピタ植え
　変速レバーを走行停止操作位置から側方へワ
ンタッチ操作することにより、機体を停止させ
た状態で苗を植えるので、畦際ぎりぎりから苗
を植えることができます。

新刈高さ自動制御
　地面の凹凸を感知する接地
センサによって刈取り部を自
動的に昇降調節するので、高
速作業でも刈取り部の突っ込
みを防止でき、刈取作業の能
率が高まります。

手扱ぎ安全装置
　手扱ぎ作業開始用のレバー操作によって、フィードチェンが低
速駆動状態に切り換わるので、手扱ぎ穀稈の投入作業を容易に行
うことができます。また、フィードチェンの始端部付近に配置し
た緊急停止ボタンを押すことによって、フィードチェンへの伝動
が瞬時に遮断されると共にエンジンが停止するので、手扱ぎ作業
の安全性が向上します。

ＨＳＴ駆動式逆転冷却ファン
　エンジン冷却用のファンを専用のＨＳＴで駆動し、このＨＳＴの変速制御によってファンを定期
的に逆回転させ、防塵ネットに付着した藁屑を吹き飛ばし、エンジンのオーバーヒートを防ぎます。
また、冷却水温が上昇した場合には、ファンの正回転速度を増速させてエンジンの冷却効果を高め、
高速稲刈作業等の高負荷時でも安定したエンジン性能を発揮します。

さなえＤＸロータ
　整地ロータを前後二段に分割配置すると共に、電動
モータにより手元のダイヤルで整地ロータの高さ調節が
行えるので、泥押し・波立ちを抑えながら圃場を整地し、
枕処理、夾雑物の多い圃場で綺麗な植付けができます。

さなえＤＸシフト
　ＨＳＴを停止から最高速まできめ細かく滑らかに変速できる電動変速
機構、車速に適した回転数まで自動でエンジン回転数を制御するオート
アクセル、ワンタッチ操作で植付部を上下できる植付部マルチ操作の３
つの機能を一つのレバーに集約しているので、抜群に簡単な操作性で、
圃場の出入りが安心で、快適な作業を行うことができます。
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フィードチェンシンクロ
　フィードチェンを専用のＨＳＴで駆動し、このＨ
ＳＴを車速に同調させて無段階に変速制御するので、
刈取装置からフィードチェンに引き継がれる穀稈の
姿勢が安定し、脱穀ロスや藁屑の発生が減少します。

ホッパークリーナー
　植付けホッパーを挟む左右のゴム板によ
り、植付けホッパー外側に付着した泥を確
実に取り除き、良好な植付けができます。

鎮圧輪カバー
　鎮圧輪の側面を覆うカバーによって、鎮
圧輪への泥の付着を防ぎ、適正な植付け・
鎮圧ができます。

ＨＳＴ式手扱ぎ安全装置
　手扱ぎ作業開始用のレバー操作によって、フィードチェン駆動用のＨＳＴが減速制御され、
フィードチェンが低速駆動状態となるので、手扱ぎ穀稈の投入作業を容易に行うことができま
す。また、フィードチェンの始端部付近に配置した緊急停止ボタンを押すことによって、ＨＳ
Ｔが停止制御されると共にエンジンが停止するので、手扱ぎ作業の安全性が向上します。

刺さり粒回収室
　扱胴の後部に刺さり粒回収室を備え、排藁に
刺さり込んだ穀粒を選別棚に落下させて回収し
ます。排藁と共に機外へ排出される穀粒が減少
し、穀粒の回収効率が高まります。
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ハイクリアランス＆ワイドトレッド
　パワステアリング用シリンダを前アクスルケー
ス前面の高位置に装着し、操向軸ケース部を長尺
に構成して高い地上高を確保することにより、湿田
走行性を向上しています。またワイドトレッド設計
と相まって余裕の効率作業を実現できます。

常時４ＷＤ４ＷＳ
　パワステアリング用シリンダによって操舵される
前輪側と、後輪側をロッドで連繋することにより、
簡素な構成で前・後輪操舵を行い、機体旋回中前
輪と後輪が同じ軌跡を走行するので作物を踏む部
分を少なくし、作物の損傷を最小限にします。

ロータリアップストップ
　旋回操作の際に、ハンドルを持ち上げてロータリを
上昇させると、クラッチが切れてロータリが停止する
ので、足元を気にしなくても安心作業ができます。

メインクラッチ連動式駐車ブレーキ
　メインクラッチの入り操作によって駐車ブレーキが
解除されるので、駐車ブレーキの切り忘れがなく速や
かに走行を開始でき、操作性が向上します。
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作業管理サポート
　肥料・薬剤散布履歴、圃場別作業実績、作業工程履歴をタ
ブレットに記録してモニター表示し、作業の無駄を省きます。

機械管理サポート
　農機本体の状態が簡単にわかるので、点検・メンテナン
スがスムーズに行えます。また、異常の内容を詳細表示し、
不測事態の発生を未然に防ぎ、農機の維持管理を適正に行
えます。
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商品別保有特許件数比率
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発明表彰受賞件数 200件（2014年3月末現在）
○全国発明表彰　18件

特別賞
発明協会会長賞 1件
朝日新聞社賞 1件

特　賞 2件
発明賞 14件

○地方発明表彰　182件

特 別 賞

文部科学大臣発明奨励賞（科学技術庁長官発明奨励賞） 9件
特許庁長官奨励賞 5件
経済産業局長賞（四国通商産業局長賞） 8件
発明協会会長奨励賞 7件
日本弁理士会会長奨励賞 4件

合計 33件
愛媛県発明協会会長賞（支部長賞） 13件
優秀賞他 37件
発明奨励賞 98件
奨励功労賞 1件
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表　彰　名 受賞内容・対象

 昭和２７年 1952  全国発明表彰　特賞  廻転脱穀機に於ける送風力自動調整装置

 昭和２９年 1954  全国発明表彰　発明賞  籾摺機万石における網傾斜自動調節装置

 昭和３１年 1956  全国発明表彰　発明賞  自動送込脱穀機における２番処理装置

 昭和３４年 1959  全国発明表彰　発明協会会長賞  脱穀機の供給装置

 全国発明表彰　特賞  結束装置付稲刈機

 全国発明表彰　発明賞  自動送込脱穀機における穂切防止装置

 地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  脱穀機に取りつける二番口移送機

 昭和３６年 1961  全国発明表彰　発明賞  脱穀機に取りつける二番口移送機

 昭和３７年 1962  全国発明表彰　発明賞  籾摺機

 昭和３８年 1963  全国発明表彰　発明賞  吸引選別式籾摺機

 昭和３９年 1964  全国発明表彰　発明賞  脱穀機

 昭和４１年 1966  全国発明表彰　発明賞  動力耕耘機における伝動装置

 全国発明表彰　発明賞  脱穀機におけるクリンプ網構枠着脱装置

 全国発明表彰　発明賞  刈取結束機における集束穀稈の抑圧集結装置

 昭和４４年 1969  地方発明表彰　特許庁長官奨励賞  刈取脱穀機

 全国発明表彰　発明賞  刈取脱穀機

 全国発明表彰　発明賞  動力耕耘機における耕耘装置

 昭和５０年 1975  地方発明表彰　特許庁長官奨励賞  苗植機の苗植付装置

 昭和５１年 1976  地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  田植機の苗供給装置

 昭和５３年 1978  地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  苗植機の走行装置

 全国発明表彰　朝日新聞社賞  苗植機の走行装置

 地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  コンバインにおける穀稈移送装置

 昭和５６年 1981  地方発明表彰　特許庁長官奨励賞  収穫機における刈取部上下位置制御装置

 昭和５７年 1982  地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  苗植機の走行装置

 昭和５８年 1983  地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  田植機の植込装置

 昭和６０年 1985  全国発明表彰　発明賞  育苗方法

 平成　５年 1993  農業試験研究一世紀記念会会長賞  実用的な自脱コンバインの開発と普及

 地方発明表彰　特許庁長官奨励賞  施肥装置付き田植機

 農業機械学会　森技術賞  水稲の水耕育苗と移植技術の開発に関する研究

 平成１２年 2000  地方発明表彰　科学技術庁長官発明奨励賞  コンバインの変速ギヤ伝動装置

 平成１４年 2002  地方発明表彰　文部科学大臣発明奨励賞  移植機

 全国発明表彰　発明賞  移植機

 地方発明表彰　特許庁長官奨励賞  農作業機

 平成１６年 2004  農業機械学会関西支部　技術開発賞  小型汎用コンバインのエアー排出システムの開発

 平成１７年 2005  文部科学大臣表彰　科学技術賞　開発部門  高性能乗用型田植装置の開発

 平成１８年 2006  農業機械学会　学術賞  コンバインにおける穀粒の風選別に関する研究

 知財功労賞
 産業財産権制度活用優良企業等表彰
 特許庁長官表彰

 特許活用優良企業

 地方発明表彰　文部科学大臣発明奨励賞  動力車両の変速制御装置

 平成２２年 2010
 フード・アクション・ニッポン　アワード２０１０
 研究開発・新技術部門　優秀賞

 疎植田植機

 平成２３年 2011
 フード・アクション・ニッポン　アワード２０１１
 研究開発・新技術部門　優秀賞

 業界初７条刈コンバイン「HJ７１２０」の開発

 地方発明表彰　四国経済産業局長賞  施肥機の肥料エアー排出機構

 フード・アクション・ニッポン　アワード２０１２
 研究開発・新技術部門　入賞

 業界初！「遠赤ヒートリサイクル穀物乾燥機」の開発

 フード・アクション・ニッポン　アワード２０１３
 研究開発・新技術部門　優秀賞

 乗用車感覚で操縦できる農機で、農作業の効率アップ
 （トラクタ　ジアスＮＴＡ）

 農業食料工学会（旧農業機械学会）開発賞
 開発特別賞

 開発製品「トラクタ　ジアスＮＴＡ」

 平成２４年

 平成２５年

 昭和３５年

 昭和４３年

 昭和４５年

 平成２０年

 平成１５年

 昭和５４年

 平成１０年

受賞年

1960

1968

1970

2012

2013

1979

1998

2003

2008
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 報告書に関するお問合せ先  

グリーン購入に取り組みましょう。 石油系溶剤を低減した
大豆油インキを使用しています。


